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社会福祉法人 ほのぼの会  理 念 
 

◎ 個人の尊厳を守る 
私達は、一人ひとり個性をもった生活者として受け止め、受容し、支援します。 

◎ 自立を支援する 
私達は、利用者の心身の状況を的確に把握し根拠に基づいたサービスを提供し、ADL（日常生

活動作）の維持に努めます。 

◎ 自己選択の尊重 
私達は、利用者の状態にあわせた適切な方法で情報提供を行い、職員個々の価値観に偏ること

なく、利用者の自己決定を尊重します。 

◎ 生活の質（QOL）の向上 
私達は、常に変化し続ける利用者の生活スタイルを充実したものとなるよう多面的に支援し、

心豊かな暮らしが送れるよう追及します。 

基 本 方 針 
 

 １．地域への貢献 

地域社会の一員としての自覚を持ち、地域の人たちとの連携を図り、地域福祉に貢献できる施設づくり

に努める。 

２．自立支援・健全育成 

利用者一人ひとりのニーズと意思を尊重し、自立の支援と生活の質の向上に努める。 

３．人財育成・専門性の向上 

幅広い視野を持った自立的な職員の育成を図るため、常に組織・人事の点検を行い、質の高いサービ

スを提供できるよう専門性の向上に努める。 

４．経営の透明化 

法令遵守を徹底するとともに、情報公開を積極的に行い、法人に対する理解と信頼を得られるよう努め

る。 

５．経営の安定 

質の高い総合的なサービスを継続して提供していくために経営の安定化を図る。 

倫 理 規 程 
 

○ 良質なサービスの提供 
私達は介護保険制度の主旨に則って、心身・技術を磨き、利用者の生活の質（QOL）の向上、自立支援に役

立つ資質の高いサービスの提供に努めます。 

○ 人権の擁護 

利用者の尊厳の保持・プライバシーの保護に配慮し、常に利用者の立場に立った計画・立案を行い人権の擁

護に努めます。 

○ 安全・清潔への配慮 

私達は利用者の尊厳・意志を尊重し、安全性の確保及び清潔の保持に努めます。また、安全で安心して利用

いただき、信頼される施設づくりを目指します。 

○ 法令の遵守 
私達は、法令を守り、施設内外の規範意識と、社会的モラルの向上に努めます。また、地域との交流と連携を

図り信頼の確保に努めます。 
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三悪追放＋1 
 

◎おごり  

◎油断  

◎手抜き  

◎あせり  

六つのテスト 
 

◎おはようと言 う  （ 明 るい心 ）  

◎はいと言 う  （ 素直な心 ）  

◎お陰様 と言 う  （ 謙虚な心 ）  

◎すみませんと言 う  （ 反省の心 ）  

◎わたしがしますと言 う  （ 奉仕の心 ）  

◎ありがとうと言 う  （ 感謝の心 ）  

仕事の心得 
 

◎報告  

◎連絡  

◎相談  

◎最終詰めの処置  

令和8年度 

社会福祉法人 ほのぼの会 スローガン 

「自己をよく知り」理解を深め 

人を想い未来を見つめる優しい職場環境づくり 

〇私たちは改めて「人で成り立つ施設」であることを認識する事が大事である 

 その為には、先ずは「自己を知る」ことが必要である 

 人を想い未来を想像しながら、人を大切にする優しい職場環境づくりを 

成し遂げよう 

 

～「自己をよく知る」とは ～ 

 

   「礼節」お互いが気持ちよく過ごせる職場に 

   「自立」いつも感謝の気持ちを持って自分で考えて行動する 

   「高潔」いつも正々堂々と正しい行動を 

   「品格」だれからも尊敬される人に 

 

～ 優良施設を目指す重要な三要素 ～ 

 

①  事業に健全性と安定性があるか 

②  利用者の家族から支援と支持を頂いているか 

③  職員の皆様から信用と信頼は厚いか 
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はじめに 

 

令和 8 年度（2026 年度）の制度改定の動向として、政府の「強い経済」

を実現する総合経済対策において、「介護分野の職員の処遇改善について

は、他職種と遜色のない処遇改善に向けて、令和 8 年度介護報酬改定にお

いて必要な対応を行う」とされたことを踏まえ、本来令和 9 年度に予定さ

れている介護報酬改定を待たず、期中改定が実施されます。改定は、政府

経済見通し等を踏まえた介護従事者の処遇改善を中心とし、あわせて介護

サービス事業者の生産性向上および協働化の促進を図ることを目的として

いる。 

また、近年の食材料費の上昇や、食事の提供に要する平均的な費用額と

基準費用額との差が生じている状況を踏まえ、令和 8 年 8 月より基準費用

額（食費）が 1 日当たり 100 円引き上げられる。さらに、在宅で生活する

者との公平性等を総合的に勘案し、同年 8 月より負担限度額（食費）につ

いても見直しが行われ、第 3 段階①の利用者は 1 日当たり 30 円、第 3 段階

②の利用者は 1 日当たり 60 円引き上げられる。 

これらの措置による全体の改定率は＋2.03％となり、その内訳は、処遇

改善分＋1.95％、基準費用額（食費）引き上げ分＋0.09％となっていま

す。 

当法人の主たる取組として、利用者の重度化・認知症症状の進行・自立

度の高い利用者の活動範囲拡大に伴い、重大事故リスクが多様化していま

す。重大事故を未然に防止するためには、事故発生後の対応強化のみなら

ず、事故に至る前段階での危険の察知と予測力の向上が不可欠です。この

ため、本年度は危険予測訓練（KYT）を実施し、職員一人ひとりのリスク感

受性と判断力の向上を図ります。 

また、我が国においては、高齢化の進展に伴い認知症高齢者の増加が見

込まれており、将来的には 65 歳以上の高齢者の約 6 人に 1 人が認知症とな

ることが予測されています。 

さらに、軽度認知障害（MCI）を含めると、認知機能の低下を有する高齢

者は一層増加する見通しである。このような社会的背景を踏まえ、認知症

の進行段階に応じた適切な支援を行えるよう、介護サービスの基礎知識で

ある「認知症教育」の学び直しの機会と、専門性の向上、多職種連携の強

化に取り組んでいきます。 

 



4 

＜未来ケアプロジェクトの推進＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重点Ⅰ：利用者満足度の向上＞ 

(1) 利用者個々の思いに寄り沿った支援の形を汲み取り、多職種が協力し支

援活動に繋げる 

(2) 外食や家族との交流支援を積極的に取り組むことで、生活を豊かに彩る

活動を充実する 

＜重点Ⅱ：新たな地域課題・社会の変化に対応できる人財育成＞ 

(1) OJT による介護サービスの基礎知識である「認知症教育」に重点を置き、

基礎的支援を強化する 

(2) 職員による研究発表会や事例発表会などの共同学習機会への支援をおこ

なう 

(3) 他法人との交流や学び合いを通じて、協働し介護の魅力の発信や普及活

動に取り組む 

(4) 外部研修や講演などの情報を、社内ネットワーク等を通じて提供し、職

員の知的好奇心にアプローチできる教育支援体制を構築する 

(5) 外国人介護人材の階層別教育システムの構築による資質向上と定着支援 

＜重点Ⅲ：キャリアパス制度と人事評価制度の連動＞ 

(1) 職員個々が目指すキャリアに応じたキャリアパス制度を整備する 

(2) キャリアパス体系に連動した等級制度や給与体系・人事評価制度の仕組

み作りに取り組む 

(3) 人事考課の新しい仕組みの構築に取り組む 

＜重点Ⅳ：資格取得＞ 

(1) 介護福祉士・介護支援専門員・介護職員実務者研修 取得率向上 

(2) 特定技能職員の日本語習得・介護福祉士取得支援 

＜重点Ⅴ：働きやすい職場環境＞ 

(1) 介護ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)を活用した、業務プロセ

スや組織文化の変革に取り組む。 

(2) 職員の健康管理として食と睡眠のバランスの重要性を発信する機会を設

ける 

(3) 休暇の有効利用の促進（有給休暇の柔軟な利用） 

(4) 表彰制度・職員親睦会の充実（外部機関表彰制度の積極的な活用） 
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＜その他の柱と取り組み内容＞ 

 

1）地域貢献の推進 

2）健全な財務基盤の確立 

3）職場内コンプライアンス強化 

 

 

1）地域貢献の推進 

地域において身近で頼れる福祉拠点となることを目指し、施設の専門性や人

的資源を地域へ還元する取り組みを推進する。 

 

① 実習生（初任者研修・実務者研修・教育実習）中高生のインターンシッ

プ活動や職場体験等の受入れ 

② 地域行事（かねだ Link フェスティバル）へ福祉ブースを出展し、     

高齢者疑似体験や介護に関する困りごと相談等を実施する。 

③ 小学校・学童保育・中学校・高等学校における福祉教育へ協力し、  

体験学習や講話等を通じて福祉への理解を深めるとともに、将来の進路

選択の一つとして福祉の仕事を考えるきっかけとなるよう啓発に取り組

む 

④ 地域の団体（学童保育等）に出向き、移動型こども食堂（ほのちゃん食

堂）を開催する。 

⑤ 近江八幡市特養連絡会を通じて、合同研修や共同行事の開催、好事例発

表等を実施し、法人間の情報共有および相互研鑽の機会を確保し、近江

八幡市における介護サービスの専門性の向上および支援水準の標準化に

寄与する。 

⑥ ふれあい施設拡張事業においては、近江八幡市障害福祉課と連携し、施

設整備状況・施設整備補助金の採択状況・地域の福祉ニーズを把握する

と共に、法人の財務状況を踏まえ、地域福祉事業への参入時期を検討す

る。 

 

2）健全な財務基盤の確立 

持続可能で安定した法人運営を実現するため、本年度は「健全な財務基盤の

確立」を重点方針として取り組んでいく。制度改正や物価高騰、介護人材不足

など経営環境が大きく変化する中にあっても、将来を見据えた計画的かつ戦略

的な財務運営を推進する。大型設備の更新や本館の修復については、中長期修
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繕計画に基づき優先順位を明確にし、資金計画と連動させながら段階的に実施

し、施設の安全性と快適性の確保および資産価値の維持向上を図る。また、稼

働率の維持・向上を重要課題と位置付け、関係機関との連携強化やサービスの

質の向上に努めることで安定的な利用確保を図り、加算取得の適正管理と空床

期間の短縮を徹底して収益基盤の安定化に繋げる。さらに、月次での予実管理

を徹底し、経費の精査と業務効率化を進めることで財務体質の強化を図るとと

もに、制度改正に向けた収益予測を行い、影響を分析したうえで必要な体制整

備を進めていく。 

物価高騰への対策としては、調達方法の見直しや補助金の積極的活用により

支出増加の抑制に努める。加えて、介護人材確保のための人件費を安定的に確

保し、処遇改善を着実に実施することで職員の定着と意欲向上を図り、人材へ

の投資を将来の基盤強化と位置付けて質の高いサービス提供を支える財務体制

の確立に努めていきたい。 
 

3）職場内コンプライアンス強化 

一年に 1 回報酬にかかる加算要件等の確認を行い、適正運用にかかる要件や

実務について確認作業を実施する。請求時の加算要件の定期確認指導。職場内

コンプライアンスの維持・強化には、①法令遵守内部管理体制の適正な運用 

②職員個々におけるコンプライアンス意識の向上や職場内における支えあい精

神の共有が欠かせない。法令遵守は、日々の小さな倫理観のずれやモラル違反

等の事象に気づき、その場で改善を促す地道な働きかけなしには成しえないこ

とである。法人組織として取り組むこと・各職員で取り組むことを法人全体で

共有することに取り組んでいく。 

法人運営・各事業所運営部門について、法令遵守責任者（施設長）が主導と

なり、内部監査員を指名し、事業所の運営・法令遵守状況について内部監査を

実施し、法令違反の未然防止に努める。 

引き続き、法令違反の早期発見と通報処理体制を周知徹底し、風通しのよい

職場環境づくりに努める。 

① 役職職員に対する法令遵守研修の実施（年 1 回） 

② 内部監査員の任命と各事業所の内部監査の実施（年 1 回） 

③ 内部監査実施後の改善点検（年１回） 

④ 自己点検表実施後の進捗確認（指定基準・介護報酬） 

⑤ 法令違反に関する相談等による要因・背景・問題点の研究と再発防止に

向けた検証 
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（１） 社会福祉法人ほのぼの会組織体制 

社会福祉法人制度改革により、「経営組織のガバナンスの強化」「地域に

おける公益的な取組」「事業経営の透明性の向上」「財務規律の強化」につ

いて取り組んでおり、今後もその成果が問われます。 

社会福祉法人はその使命を果たすべく、その存在意義を自覚しながら適

切な経営を行い、社会福祉の主たる担い手としての役割を果たしていく為

に、福祉サービスの継続だけでなく、地域の福祉ニーズ・複合化した課

題・制度の狭間にある問題等に対し、行政・住民・多様な関係機関と協働

しながら、積極的に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜議決機関＞
選任・解任

選任・解任

＜監督・監査＞ ＜業務執行機関＞

＜法人本部＞

理事会
（6名）

評議員会
（7名）

評議員選任・解任委員会

（外部委員2名・監事2名・事
務局員1名）

監事
（2名）

第三者委員会
（外部委員2名）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
　
ふ
れ
あ
い
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統括本部長（兼事務長）
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（
家
庭
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）
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い

（
生
活
課

）

　

（
介
護
老
人
福
祉
施
設

）

コンプライアンス委員会
（顧問弁護士・監事1名・法令遵

守責任者・所属長）総括施設長（兼施設長）

理事長

シ

ョ
ー

ト
ス
テ
イ
　
ふ
れ
あ
い

（
短
期
生
活
課

）

　

（
短
期
入
所
生
活
介
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）

栄
養
課



8 

【年間行事】 

 

※令和8年度 社会福祉法人指導監査（近江八幡市） 

 

※職員親睦会事業 感染症等状況をみて事業内容を検討 

 

 

 

 

年月 行 事 摘 要 

2026年 

4月 
入職式・職員辞令交付式 

 

 

5月 
監事監査 

理事会 

令和 7年度事業・会計決算監査 

令和 7年度事業報告・決算承認他 

6月 

定時評議員会 

第三者委員会 

ほのぼのだより発行 

決算承認 

苦情報告・改善策検討 

 

7月 
職員健康診断 

ストレスチェック 

夜勤従事者対象 

職員対象 

8月 
ほのぼのサロン 

（ほのちゃん食堂とあわせて開催） 
地域交流事業 

9月 
開設記念日（9月1日） 

永年勤続表彰式 
 

10月 ほのぼのだより発行  

11月 インフルエンザ予防接種 入居者・職員全員対象 

12月 理事会 補正予算審議他 

2027年 

1月 

職員健康診断 

ほのぼのだより発行 

全職員対象 

 

2月 腰痛予防調査 全職員対象 

3月 

コンプライアンス委員会 

入居者健康診断 

理事会 

内部監査実施報告、法令遵守体制 

 

次年度事業計画・予算審議他 
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【会 議】 

部署名 会議名 開催日 内 容 

法人全体 

経営戦略会議 週2回・随時 法人全体の計画・経営に関すること 

役職会議 月1回 
施設全体の運営に関すること 

事例検討(人事・業務・トラブル) 

グループホーム

会議 
月1回 課内サービス・教育等に関すること 

障がい児者入浴

支援検討会議 
随時 利用申込者・利用決定に関すること 

生活課 

課内会議 月1日 課内全体の運営に関すること 

サービス担当者

会議 

ユニット毎 

週1日 
特養入居者のサービスに関すること 

ユニット会議 月1回 ユニット内業務等に関すること 

入所検討委員会 月1回・随時 入所申込者・入所決定に関すること 

医務室 医務会議 月1回 看護業務・保健衛生に関すること 

短期 

生活課 

課内各委員会 3カ月に1回 
入浴、排泄、レクレーション等、利用者の処遇

や行事に関すること 

課内会議 月1日 
ショートステイ利用者のサービスに関すること 

課内業務に関すること 

カンファレンス 随時 利用者の健康や処遇に関する話し合い 

通所課 
課内会議 月1回 課内全体の運営・処遇に関すること 

カンファレンス 随時 利用者の処遇に関する話し合い 

居宅介護 

支援課 
課内会議 随時 

介護保険改正についての情報収集伝達・研修伝

達・運営基準等に関する学習・利用者等の情報

共有・事例検討等・法人内部での伝達事項（報

告・連絡・相談等の徹底） 

家庭課 

（花ごよみ） 

課内会議 月1回 課内全体の運営に関すること 

運営推進会議 2カ月に1回 活動状況報告・サービス内容の報告等 

家庭課 

（しのだ） 

課内会議 月1回 ユニット内の運営に関すること 

運営推進会議 2カ月に1回 活動状況報告・サービス内容の報告等 

総務課 総務会議 随時 課内の運営に関すること 
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【委員会・役割】 

感染予防委員会（感染BCP含）（年4回開催・必要時は随時） 

委員長 伊藤 美幸（看護師） 

    田内 美幸（看護師）（主） 
副委員長 医務室看護職員 

役割 

 施設内の集団発生実態を確実に把握し、感染リスクを未然に防ぐ努力を行う。 

 研修を年2回実施。感染研修では実際に感染症が発症したと想定した実践に沿った研修及

び訓練を計画し、有事の際に職員全員が適切な対応を行えるようにする。 

 施設内で感染症が発生した場合は、感染源の特定に努め、施設全体での共有を密にし迅速

に適切な対処、感染拡大を最小限に抑えるよう努める。 

 構成員及び所属長で初期対応が迅速に図れるよう、指針・マニュアル等の作成・定期的な

見直しの実施。 

 

事故防止検討委員会（安全管理対策部門）（月1回開催・必要時は随時） 

委員長 杉本 智久（居宅介護支援課 課長） 安全管理担当者  小畠 修平（統括本部長） 

役割 

 事故が発生する原因や危険を認識できる力を高めること、職務に還元できることに主眼を

置いた研修を行う。 

 新人職員、特定技能外国人を対象とした事故予防、緊急時対応の研修を行う。 

 事故分析に基づき、主体的に学びができるような研修を行う。 

 報告書の書き方、提出期間などを分析し、問題点があれば様式の改善に努める。 

 安全対策管理と連携し事故の防止、事故発生時の対応力の強化を行う。 

 指針・マニュアル等の定期的な見直しの実施。 

 委員会開催前に事前会議を行い、委員会の内容等について検討する 

 

身体拘束廃止委員会（高齢者虐待防止）（年4回開催・必要時は随時） 

委員長 加納 由貴（生活課 主任） 川西 朱里（家庭課しのだ 主任） 

役割 

 利用者の尊厳と主体性を尊重し、拘束を安易に正当化することなく、職員一人ひとりが身体

的・精神的弊害を理解し、拘束廃止に向けた意識をもち、身体拘束をしないケアの実施がで

きるよう職員の知識・意識の向上を目的とした研修を行う。 

 身体拘束廃止に関する指針に基づき、委員会を年４回開催する。 

 各事業所から提起があった時は、身体拘束廃止に関する指針に基づき、随時、委員会を開催

し身体拘束の解除に向け検討を行う。 

 「これって身体拘束？報告書」を活用することで、身体的・精神的拘束予防の意識を高

め、拘束を防ぐことに努める。 

 利用者への虐待の防止、権利・利益を擁護するとともに、万一、虐待が起きた場合の要因

背景、問題点を究明し、利用者の迅速・適切な保護に努める。 

 指針・マニュアル等の定期的な見直しの実施。 

 

褥瘡予防委員会（年2回開催・必要時は随時） 

委員長 歌代 ひとみ（生活課 副主任） 
副委員長 津村 郁子（看護職員） 

大堀 円香（短期生活課・副主任） 

役割 

〇特養 

＜介護＞ 

・各課に沿った褥瘡予防に繋がる研修を実施する。 

・褥瘡リスクの高い入居者は多職種で個別ケアの検討を行う。 

・皮膚トラブル(発赤・表皮びらん等)が発生した際は看護師と連携し指示を仰ぐ。 
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生産性向上委員会（年2回開催・必要時は随時） 

委員長  小畠 修平（統括本部長） 
副委員長 杉本 智久(居宅介護支援課 課長) 

     三谷 加代（本部 課長） 

役割 

 介護現場における課題の抽出・分析を行い、各事業所の状況に応じて、利用者の安全並び

に介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に繋がる、生産性向上の取り組みを推進す

る。 

 DX化、介護ロボットやICT化等の設備導入に関する検討会(委員会)を、事故防止検討委員

会、衛生委員会、抱え上げない介護委員会、設備担当者により開催する。 

 ケアプランデータ連携システムの推進。 

 年2回以上の開催とする。(8月・1月) 

 

抱え上げない介護委員会（年2回開催・必要時開催） 

委員長 三谷 加代（本部 課長） 
副委員長 林 貴緒（通所課 課長） 

副委員長 栗田 麻由（家庭課しのだ 副主任） 

役割 

・介護される側・する側双方において安全で安心なケアを提供するために単なる介護技術だ

けでなく間違った体の使い方をなくし対象者の状態に合わせて介護方法や福祉用具を有効

に活用していく。 

・全員がケアの質向上と負担軽減に取り組めるように研修プログラムを作成し進めて行く。 

・環境整備を行い働きやすい職場作りを目指す。 

・腰痛予防アンケートを1回/年 実施し、腰痛予防に取り組む。 

 

看取りケア委員会（年1回開催・必要時は随時） 

委員長 大本 竜矢（家庭課 主任） 副委員長 上野 加代子（看護師） 

役割 

 年１回、特養、グループホーム各課で看取り研修を実施する。 

 各部署での定期的な話し合いの実施 

 指針、マニュアルの作成及び見直し 

 

給食委員会（月1回開催・必要時は随時） 

委員長 原田 栄子（管理栄養士） 

役割 

 食事内容の充実を図るため各部署より意見を出し合い、食事サービスの向上に役立てる。 

 衛生関連での伝達事項の報告。 

 食事に関するアンケートを実施し、品質の向上に努める。 

＜医療＞ 

・褥瘡評価(DESIN)・褥瘡回診の継続。 

〇グループホーム(しのだ・花ごよみ) 

・褥瘡発生時、訪問看護・訪問診療との連携・情報共有から、指示に従い褥瘡ケア・褥瘡

予防に努める。 

〇短期・通所 

・居宅・ご家族・他事業所との連携・情報共有から、指示に従い褥瘡ケア・予防に努め

る。 

〇委員会 

・各課構成員への指針に沿った委員会活動の周知 

・各課で対象者の方を選んで褥瘡研修の実施を行い、まとめの発表を行う 

・指針・マニュアル等の定期的な見直し 
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防火防災委員会（年3回開催） 

委員長 際田 美穂 

（総括施設長・防火管理者） 

副委員長 山川 芳彦（総務課職員） 

副委員長 清水 美喜夫（家庭課しのだ夢・防火管理者） 

副委員長 川西 朱里（家庭課しのだ扇・防火管理者） 

副委員長 大本 竜矢（家庭課花ごよみ・防火管理者） 

役割 

・年2回総合訓練を実施する。（非常災害対策計画に基づいた訓練含む） 

特養、ショートステイ、グループホームについては、1回は夜間想定訓練を行う。 

・訓練不参加の者には、防火防災委員会又は各課役職者から訓練の伝達を行い、全職員へ啓

発を行う。 

・災害備蓄品の点検及び備蓄品倉庫の整理 

・消防署立入り検査の対応。指摘事項の改善 

・消防計画の定期的な見直しと更新毎に消防署へ提出。 

・年1回、防火管理者が自主点検票を使用し検査を実施。 

衛生委員会（月1回開催） 

委員長 小畠 修平 

（統括本部長・衛生管理者） 

副 委 員 長 津田 徹医師（産業医） 

実施事務担当者 武田 恵津子（総務課職員） 

役割 

 産業医と衛生管理者は施設内を巡視し、労働災害の起きない安全な職場づくりに努める。 

 産業医と衛生管理者は職員の健康診断結果に目を通し、必要な場合は個人に面談のうえ健

康管理上のアドバイスを行う。 

 職員の健康管理について、産業医に気軽に相談できる仕組みづくりを行う。 

 職員のメンタルヘルス不調を未然に防止するため、全職員を対象にストレスチェックを実

施する。 

 労働安全衛生の観点から、腰痛予防対策チームを中心に、腰痛「ゼロ」を目指す。 

 毎月開催の衛生委員会で上記についての報告・改善等について議論する。 

 生産性向上の取り組みについて、事故防止委員会と抱え上げない介護委員会と共同で取り

組む。 

人権・権利擁護委員会（随時開催） 

委員長 清水 美喜夫（家庭課しのだ 課長補佐） 副委員長 嶋田 美季（短期生活課 課長） 

役割 

・利用者の尊厳が守られ、自己実現に向けて全職員が「思いやりの心」について考え、利用

者の支援にあたる事を基本とし、誰もが人格と個性を尊重し支え合う「共生社会」の実現

を目指す。 

・利用者の権利・利益を擁護するとともに、万一、人権侵害が起きた場合の要因背景、問題

点を究明し、利用者の迅速・適切な保護に努める。 

・利用者の地域福祉権利擁護事業及び成年後見人制度の利用を支援する。 

・利用者個人の尊厳を守ることを第一義に、職員一人ひとりの人権感覚を高めていくため

の、あらゆる人権問題に関する研修・啓発推進に努める。 

・マニュアル等の定期的な見直しの実施。 
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 ※令和8年3月時点の部署・職位で掲載 

 

（２） 職員研修・施設外研修 

施設内研修の実施については、各委員会の委員長・副委員長と連携を図りながら行います。ま

た定められた研修以外にも、eラーニングを取り入れながら、抱え上げない介護推進のための研

修、法令遵守・新人職員研修などを含めた実践的な内容の研修計画を立て実施していきます。研

修終了後はアンケートを実施し、意識把握と今後の課題を見出し、次回の研修へ繋げていきま

す。 

施設外研修については、役職や職種に必要な知識とスキルアップを目的とし、積極的な参加を

促すとともに、参加しやすい職員体制作りを進めます。参加した職員は研修報告書の提出、内容

によっては施設内で報告（伝達）する場を設け、情報の共有と人財育成を進めます。 

自己評価委員会（随時開催） 

委員長 竹内 正世（総務課職員） 副委員長 小畠 修平（統括本部長） 

役割 

 各サービス事業所のサービス内容を自ら評価し、課題を導き出し、その課題の解決に向け

て具体的な計画を立て、更なるサービスの質の向上を図る。 

 サービスの質の向上に向けた取り組みを促すとともに、その結果の公表により利用者のサ

ービス選択に資する情報を提供する。 

 法人全体でサービスの自己評価結果を共有し、課題・問題点を掘り起し、共通の改善計画

を立て、課題・問題の解決に向け取り組む。 

 各事業所の利用者を対象としたアンケート調査を実施し、結果から得られる課題の抽出、

具体的な改善を行いサービスの質の向上に繋げていく。 

非常災害時BCP委員会（年1回開催、必要時は随時） 

委員長 際田 美穂（総括施設長） 構成員 法人役職者 

役割 

 年1回以上の委員会開催。（業務継続計画の見直し） 

 施設系：研修 年2回、訓練 年2回） 

 通所系：研修 年1回、訓練 年1回） 

苦情処理委員会（随時開催） 

委員長 際田 美穂（総括施設長・苦情解決責任者） 

役割 

・当法人に寄せられる苦情や相談ごとに対し、利用者個人の権利を擁護し迅速かつ適切に対

応することで、利用者・家族からの満足度を高めると共に、利用者が福祉サービスを適切

に利用できるよう努める。 

・外部関係者等の苦情および相談ごとを密室化せず、社会性や客観性を確保し、正当な方法

で解決することにより、事業者の信頼や適正化の確保を図る。 

 発生した苦情は定期的に第三者委員会へ報告し、助言、場合によっては立ち合いを求める。 

 苦情を未然に防ぐための諸方策を講じ、日常的な状況把握と相談しやすい環境作りに取り

組む。 

 事故・紛失等の事案等が発生した場合は、速やかに職員間で情報共有を行い、苦情窓口担

当者および責任者へ報告することとする。あわせて原因分析を行い、再発防止策を講じ、

二次的な苦情の発生を防止するため職員啓発を行う。 

 苦情・相談対応マニュアルの定期的な見直しの実施。 
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【施設内研修】 

4月 ― 10月 看取りケア研修（10～2月） 

5月 事故防止研修①（5～11月） 11月 ― 

6月 褥瘡研修（6～11月） 12月 
感染研修② 

身体拘束・高齢者虐待防止研修② 

7月 身体拘束・高齢者虐待防止研修① 1月 人権研修（1月） 

8月 感染研修① 2月 
非常災害時BCP研修・訓練② 

事故防止研修②（2～3月） 

9月 非常災害時BCP研修・訓練① 3月 
法令遵守研修 

入職前研修(令和9年新卒者対象) 

  ※ その他、必要に応じて随時、実施 

 

 

（３） 苦情処理体制（第三者委員） 

提供したサービスに関する利用者及びその家族からの苦情に、迅速かつ適切に対応するため

に、事業所ごとに苦情・相談受付担当者を設置、施設長を苦情・相談解決責任者とする体制を整

えています。また、苦情解決に社会性や客観性を確保し、利用者の立場や特性に配慮した適切な

対応を推進するため、第三者委員を設置しており、委員会を年1回以上開催します。 

 福祉サービスの質を高め、適正な運営を確保するために、苦情解決結果の記録を行い、苦情申

出者に改善を約束した事項について、苦情申出者、第三者委員に報告を行います。 

利用者による福祉サービスの選択や信頼性の向上を図るため、個人情報に関するものを除き、

事業所内掲示、広報紙等に掲載し公表します。 

 

 

（４） クラブ・余暇活動（入居者・利用者）・ボランティア 

 施設内および居宅内での生活が中心となる高齢者にとって、外部とのつながりは社会参加の貴

重な機会であり、心身機能の維持・向上に資する重要な要素である。多様な世代や立場の方々と

の交流は、利用者に新たな刺激や楽しみをもたらし、孤立感の軽減や生活意欲の向上につなが

る。 

当施設では、積極的に外部ボランティアを募集し協力を得ながら、関係法令の遵守、感染症の

発生状況等を十分に確認したうえで、安全に配慮しながら活動を実施します。また、単なる外部

との交流にとどまらず、活動を通じて利用者同士の自然な交流や関係づくりが促進されるよう環

境を整え、互いに支え合い語り合える機会の創出を図ります。 
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（５） 嘱託医・協力医療機関・産業医 

 

【嘱託医・健康管理】 

医療機関・医師 診療科目 勤務の形態 

【管理者】ますだホームクリニック 

増田 大輔 医師 

内科 

循環器内科 毎週木曜日 

14時30分～15時30分 【医師】 津田内科医院 

津田 透 医師 

内科 

呼吸器内科 

 

【協力医療機関】 

医療機関名 診療科目 受診を必要とする理由 

近江八幡市立総合医療センター 総合病院 
外来・治療・入院・他医療機

関の紹介等 

ヴォーリズ記念病院 

内・外・消化器・循環 

器・呼吸器・神経内・糖尿

病・整形・リハビリ・緩和ケ

ア他 

外来・治療・入院・他医療機

関の紹介等 

木村歯科医院 歯科 
外来、治療、他医療機関の紹

介等 

いだはいしゃ 

（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ協力医院） 
歯科 

外来、治療、他医療機関の紹

介等 

 

【産業医】 

医療機関・医師 訪問 

津田内科医院  津田 透 医師 月1回 

 

 

（６） 防災対策・安全管理 

災害時の被害を最小限にとどめるため、防災訓練を定期的に実施します。状況に応じて、消防

署の立ち会い、地域消防団、町内協力者の協力や連携を取りながら行います。 

 

 

実施月 非常災害対策計画に基づいた防災訓練 

7月～8月 
【日中想定の訓練】初期消火、通報、避難誘導、防災啓発 

（特養）（ショート）（花ごよみ）（しのだ） 

1月～3月 

【夜間想定の訓練】初期消火、通報、避難誘導、防災啓発 

（特養）（ショート）（花ごよみ）（しのだ） 

（デイサービスは日中想定を2回） 
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【安全管理】 

時期 内容 

5月 消防計画の見直し、防災計画の策定 

6月・12月 消防設備点検（しのだ） 

指定月 消防署立入り検査（年1回） 

9月 防火防災自主点検（避難経路、消火設備、火元確認等） 

10月 備品・備蓄物資の確認 

10月・3月 消防設備点検（特養、ショート、デイサービス、花ごよみ） 

11月・3月 火災予防啓発強化月間 

 

（７） 環境整備（備品管理・設備管理） 
 定期的なメンテナンスを中心に入居者・利用者が安全・快適にお過ごしいただける住環境整備

に努めていきます。設備更新においては、「大型設備予算・財務に関する中期計画（令和2年度作

成）」を軸に進めていきます。 
 

【定期点検項目】 

屋根（屋上）、外壁、ベランダ、避難用スロープ、建具（扉・窓・シャッター）、内装（床・壁・天井）、

屋内手すり、車椅子、公用車、業務用洗濯機・乾燥機、特殊浴槽 

 

【設備（備品）点検項目】 

設備機器名 点検内容 点検回数 担当業者名 

消防設備 法定点検 年2回 ㈱不知火電機 

防火設備 法定点検 年1回 一級建築士 

電気設備 法定点検 
2カ月に1回 

（偶数月） 
日本テクノ㈱ 

電気設備 全停電点検 
3年毎 

（次回2027年） 
日本テクノ㈱ 

エレベーター設備 法定点検 2カ月に1回 ㈱近畿テクノエレベータ 

業務用エアコン・冷

凍冷蔵機器 

フロン漏洩点検 

簡易点検 
3カ月に1回 

（4・7・10・1月） 
職員 

業務用エアコン 

定期点検 
法定点検 

実施年（3年毎） 

（次回2028年） 
㈱ＴＳエンジニアリング 

空調機設備 フィルター清掃他 随時 職員 

温水機設備 外観点検 随時 職員 

厨房排気、排水設備 清掃他 随時 職員・厨房委託業者 

入浴用移乗用リフト・

スリングシート 
簡易点検 

3カ月に1回 

（4・7・10・1月） 
職員 
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（８） 安全・安心な食事提供・栄養管理体制 

外部委託業者との連携により、健康維持のために個々の状態に合わせた食事を提供すると共

に、楽しみを感じていただけるような食事提供に努めます。また、食事提供の作業効率の向上を

図り、食品のロスを省くことで委託料を適正化し、食事内容の充実を目指します。 

 

【食事の形態】 

個々の身体状況に合わせて下記の形態で提供します。咀嚼、嚥下機能、身体状況に応じて適切

な食事提供を行い、健康維持に努めます。安全でおいしく食べていただける調理に取り組みま

す。 

 

主 食 副 食 

米飯 

マンナン米飯 

軟飯 

全粥 

ミキサー粥 

パン 

パン粥ミキサー 

普通食 

粗刻み食・・・・・一口大 

刻み食・・・・・・みじん切り（1～2mm角） 

ソフト食・・・・・ムース状 

ミキサー食・・・・ペースト状 

 

 

【食事の提供時間】 

朝食8：00、昼食12：00、おやつ15：00、夕食18：00に提供します。 

 

検食時間 朝7：15、昼11：10、夜17：00） 

 

【栄養ケアマネジメント】 

利用者一人ひとりに対応した栄養ケア計画を作成し、計画に基づいた栄養状態の維持、改善を

図ります。他職種と協働し、利用者の健康維持に努めます。 

 

 

作業項目 実施時期 内 容 

受水槽清掃・水質検査 年1回（6月） 法定点検・水質検査 

簡易専用水道定期検査 年1回（7月） 法定点検・水質検査 

レジオネラ・大腸菌検査 
デイサービス大浴場：年2回 

（9月・3月） 
法定点検・水質検査 
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【衛生管理】 

委託業者従業員及び厨房衛生管理として、以下を実施します。 

検便 
月1回実施（夏場は月2回）。 

（赤痢菌・サルモネラ･腸管出血性大腸菌群）※ノロウイルスは必要時 

健康診断 年1回実施 

害虫駆除 年4回実施 

内部監査 年1回実施 

※ 個人衛生、その他全体の衛生チェックを行います。 

 

【年間行事予定】 

 利用者が食事を楽しんでいただけるように季節感あふれる行事食を実施します。 

毎月8日は『八幡の日』として、地元食材を使用した食事メニューを提供します。また、地域

のお祭りの日（左義長、篠田祭り等）に散らし寿司を提供します。 

 

実施月 行 事 内 容 

4月 お花見会弁当 
春の食材を使用したお弁当で季節感を味わっていただきま

す。 

5月5日 子供の日 子供の日をイメージした食事を提供します。 

6月 紫陽花献立 紫陽花ゼリーで季節感を味わっていただきます。 

7月7日 七夕 七夕をイメージした食事を提供します。 

9月21日 敬老の日 お祝いの食事と紅白饅頭を提供します。 

11月 紅葉弁当 秋の食材を使ったお弁当を提供します。 

12月25日 クリスマス会 
クリスマスを感じ、楽しんでいただける食事を提供しま

す。 

1月1日 

・2日 
お正月 おせち料理を提供します。 

2月3日 節分 巻き寿司など節分にちなんだ食事を提供します。 

3月3日 おひな祭り 散し寿司、菜の花を使った食事を提供します。 
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特別養護老人ホーム ふれあい（生活課） 
 

【運営方針】 

入居者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、施設サービス計画に基づき、その居宅における生

活への復帰を念頭において、入居前の居宅における生活と入居後の生活が連続したものとなるよ

う配慮しながら、各ユニットにおいて入居者が相互に社会的関係を築き、自律的な日常生活を営

むことを支援します。 

特別養護老人ホームふれあいは、地域社会や家庭との結びつきを重視した運営を行い、関係市

町、居宅介護支援事業者、居宅サービス事業者、他の介護保険施設、その他の保健医療サービス

又は福祉サービスを提供する者との密接な連携に努めます。 

 

 

【重点目標】 

（１）専門職としての身だしなみ基準の共有と課内点検の実施 

目的 頻度 内容 

サービス業としての意識を

もち、身だしなみと清潔感

のある職員を目指す。 

毎日 
職員階段踊り場に、等身大鏡を設置し出勤時に身

だしなみ確認を各自実施する。 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 

① 全職員が分担しながら清

掃・車椅子洗浄を行う 
随時 

・【居室掃除（床、タンスの上、引き出し、壁の汚

れ等、手すり拭き）】：間接業務担当者 

・【車椅子点検、洗浄】：ユニット職員 

・【浴室の大掃除8月、3月（年2回）】：全職員 

・【居室ワックスがけ10月（年1回）】：全職員 

 

※環境整備担当が清掃状況の確認をする 

② 浴室 エアコンフィルター掃除 1回／月 

居室 エアコンフィルター掃除 2回／年 

 

（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 

特養内で上がった課題を各

自担当者が効率的に行う 

4月～ 

3月 

特養内の環境係とノーリフト委員の構成メンバー

を中心に抽出した課題解決に向けて取り組む。 

①環境係 →・各ユニットの環境チェック 

・整理整頓システムの構築 

②ノーリフト委員構成メンバー 

→・教育の統一 

・指導者の育成 

 

(４）課内研修を通じた認知症ケア基礎知識の再確認と実践への展開 

― 研修内容の検討から実施までを課内で主体的に進める ― 
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【年間目標】 

＜介護職員＞ 

1. ユニットケアにより一人ひとりの入居者に提供するケアの充実を図ります。 

2. 定期的に行われるイベントを通し笑顔がみられるようなサービス提供に努めます。 

3. レクリエーションの充実を図ります。 

4. 入居者や家族からの要望や苦情に対して誠意を持って対応します。 

5. 専門職として自覚を持ち、入居者の支援に臨み、「技術・知識」の向上に努めます。 

6. 1人ひとりの食形態に合わせ、食べる楽しみを充実させます。 

7. 多職種と連携し入居者、家族に寄り添った看取りケアを行います。 

8. 職員間の信頼関係を作り、一人一人が自立し働きやすい環境に努めます。 

9. ノーリフトケアの観点から腰痛の原因を理解し腰痛予防に努めます。また入居者・職員共

に負担軽減に向けたケアに努めます。 

10. 感染症の拡大にならないように日頃から手指消毒の徹底・環境清掃を行い、感染症予防に

努めます。 

 

＜介護支援専門員＞ 

1. 入居者、家族が望む生活を少しでも実現できる様に各専門職とのチームケアの強化を図りま

す。また入居者・家族との信頼関係を構築し、深めます。（丁寧、迅速、的確な対応。） 

2. 他職種との連携、協働の強化を図ります。入退院時の病院連携を密に行い、継続したケアを

出来るように努めます。 

3. 関係法令及び法人が定める諸規程及び理念や社会的ルールを遵守し、サービス計画書作成等

のケアマネジメント業務を強化します。 

4. 関係機関との連携を強化し、家族様と関係機関との情報共有・連携の橋渡しに努めます。 

5. 入居者の状況変化があった時には、家族様に状況共有の場を提供できるよう、家族様との連

携を図ります。 

6. 看取りケアにおいて、入居者本人・家族や多職種と十分に話し合い、本人の状態の変化に合

わせ、人生の最終段階における、適切なサービス提供に努めます。 

 

＜生活相談員＞ 

1. 各専門職との連携をより一層強化し、入居者様の些細な変化にも気付けるよう努めます。多

職種がチーム一丸となれるよう橋渡し役を担い、より質の高いケアの提供を目指します。 

2. 入所を希望されている方が、できる限り短期間で円滑にご入居いただけるよう、関係機関と

の調整・連携を強化し、早期入居の実現に努めます。 

3. ご家族様が少しでも安心していただけるよう、こまめな情報提供・相談対応を行い、信頼関

係の構築に努めます。また、ご家族様との時間を大切にしていただけるよう、外出等の調整

についても支援いたします。 

 

＜看護職員＞ 

1. 看護師による日常健康管理を行うとともに嘱託医・協力医療機関との連携により疾病の早

期発見と早期治療に努めます。 
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2. 感染症予防対策等の施設内衛生管理指導・配薬管理の徹底によりリスク管理に努めます。 

3. 多職種と連携し、入居者、家族の希望や心身の状態を考慮した適切かつ柔軟な看護の提供に

努めます。家族と進んでコミュニケーションを図ります。 

4. 看取り看護の充実 

入居者、家族の意思と権利を最大限に尊重し、入居者の尊厳を保つと共に、安らかな死を

迎える為の終末期にふさわしい最善の医療、看護、介護の提供に努めます。 

 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：50床（全室個室） 

6ユニット体制（梅8名・桃9名・桜10名・藤5名・紫陽花8名・石楠花10名） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間（365日） 

延利用者数（人） ８,９５０ ８,９００ １７,８５０ 

稼働延日数（日） ９,１５０ ９,１００ １８,２５０ 

稼働率（％） ９７.８％ ９７.８％ ９７.８％ 

 

 

【年間行事計画】 

入居者に、季節を感じていただける行事の開催に努めます。 

 

４月 お花見・地域行事参加（太鼓祭り） 

５月 新人紹介・母の日 

６月 父の日 

７月 七夕 

８月 納涼祭 

９月 敬老会 

１０月 運動会 

１１月 紅葉狩り 

１２月 クリスマス会 

１月 お正月・初詣 

２月 節分・豆まき 

３月 ひな祭り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※感染防止対策を行いながら、実施します。 
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ショートステイ ふれあい（短期生活課）
 

【運営方針】 

利用者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、利用前の居宅における生活と利用中の生活が連続

したものとなるよう配慮しながら、各ユニットにおいて利用者が相互に社会的関係を築き、自律

的な日常生活を営むことを支援することにより、利用者の心身の機能の維持並びに利用者の家族

の身体的及び精神的負担の軽減を図ります。 

事業の実施に当たっては、関係市町、地域の保健・医療・福祉サービスの提供主体との綿密な

連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。 
 

 

【重点目標】 

（１）専門職としての身だしなみ基準の共有と課内点検の実施 

目的 頻度 内容 

施設基準に則った身だし

なみ基準を実施・継続する

ため 

① 随時 

 

② 随時 

① 身だしなみの基準の用紙を休憩室に掲示し、周

知ファイルに綴じる。 

② 職員ロッカー横に身だしなみチェック用の鏡を

設置する。 

③ 身だしなみのチェックリストを作成する。職員

同士チェックを行う。 

※期間：４月～ ５月…毎日実施 

    ６月～ ８月…２週に１回実施 

    ９月～１２月…月１回実施 

  １月～ ３月…不定期に実施 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 

① 不特定の方が利用される為、

車椅子・歩行器等の定期的な

洗浄・点検を実施する。 

月１回 

・毎月車椅子（２台～３台）、歩行器の洗

浄・点検を行う。 

・チェックリストを作成し、管理を行う 

② 浴室 エアコンフィルター掃除 1回／月 

居室 エアコンフィルター掃除 2回／年 

 

（３）生産性向上活動（ムリ・ムラ・ムダを減らす活動） 

目的 実行時期 内容 

トイレ内の排泄用品の整理

整理や環境整備を行う。 

(トイレと汚物室の行き来

を少しでも減らす) 

１） ５月中 

 

 

２） ６月～ 

３） 適宜 

１） 排泄委員会を中心に、トイレ内の環境の

見直し、問題点の抽出を行う。(必要物品

の準備) 

２） 周知し実施する。 

３） 整理整頓など継続出来ているか確認する。 

 

(４）課内研修を通じた認知症ケア基礎知識の再確認と実践への展開 

― 研修内容の検討から実施までを課内で主体的に進める ― 
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【年間目標】 

 その方にあった処遇、サービスは何かを考え、利用者の在宅生活の延長線上となるよう、安

心・安全・安楽な環境作りに努めます。 

 他のショートステイとの違い、魅力を作り、「また泊まりたい」と思っていただけるサービ

スを考案し、稼働率アップを目指します。 

 介護職員、看護師、生活相談員が専門職として適正な倫理観のもとに、他職種の連携を大切

に、利用者の目線に合わせたケアができるように努めます。 

 感染防止対策の徹底に努めます。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：19名（全室個室） 

2ユニット体制（すみれ8名・たんぽぽ11名） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間（365日） 

延利用者数（人） ２,９２８ ２,９１２ ５,８４０ 

稼働延日数（日） ３,４７７ ３,４５８ ６,９３５ 

稼働率（％） ８４．２％ ８４．２％ ８４．２％ 

 

【年間行事計画】 

 レクリエーション・体操などによりメリハリのあるサービスを毎日実施。 

 毎月、季節に合わせたお菓子や食事作りなどを実施。 

 気候が穏やかな時期は外出行事を企画。 

 

４月 お花見・ドライブ 

５月 ガーデニング 

６月 作品作り 

７月 七夕レク 

８月 納涼祭 

９月 敬老会 

１０月 ハロウィンレク・味覚狩り 

１１月 紅葉狩り・文化祭 

１２月 クリスマス会 

１月 お正月レク 

２月 節分・バレンタインレク 

３月 ひな祭り 

 

 

※感染防止対策を行いながら、実施します。 
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デイサービスセンター ふれあい（通所課） 
 

【運営方針】 

要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅において、その有する

能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう生活機能の維持又は向上を目指し、必要な

日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消及び心身の機能

の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図ります。 

 

 

【重点目標】 

（１）専門職としての身だしなみ基準の共有と課内点検の実施 

目的 頻度 内容 

身だしなみの基準を順守

し、介護職員としてふさわ

しい人財となる 

随時 

① 身だしなみ基準表を書類クローゼットに貼り意

識を高める 

② 朝礼時に身だしなみチェックを行い、気づいた

ら声をかけあう。 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 

① 一日が終わった後の

消毒 

② 整理整頓のチェック 

 

 

 

③ 車椅子の点検 

① 毎日 

 

② 毎月 

 

 

 

③ 1回/半年 

① 利用者が帰った後に福祉用具、机・椅子等使用

されたものを消毒 

② 毎月重点箇所を設け整理整頓がされているかチ

ェックし、できていない場合は担当職員ととも

に整理する。（クローゼット、書類、テレビ回

り、浴室、キッチン回り、在庫棚） 

③ 福祉用具チェックリストに記載し、修理が必要

であれば依頼し安全に使用して頂く 

④ 浴 室 エアコンフィルター掃除 1回／月 

フロア エアコンフィルター掃除 2回／年 

 

（３）生産性向上活動（ムリ・ムラ・ムダを減らす活動） 

目的 実行

時期 

内容 

① 水道代の節約 

 

② ゴミ箱ゴミ袋の見直し無駄

のない大きさに合わす 

毎回 

① 入浴で使用した洗身タオルは、都度ゆすがず

絞って洗濯に出す 

② ゴミ箱にあったゴミ袋の見直しを行い低価格

の袋を使用する。 

 

(４）課内研修を通じた認知症ケア基礎知識の再確認と実践への展開 

― 研修内容の検討から実施までを課内で主体的に進める ― 
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【年間目標】 

 利用者の歴史を尊重し、心豊かに過ごしていただけるよう個々に寄り添うサービスの提供に

努めます。 

 近江八幡市の社会的ニーズに合わせた運営が出来るように、通所課の強みである、設備の充

実・多職種での連携をより充実させていきます。 

 専門性・医療を活かし質の高いケアを行い、認知症や介護度が高い方の利用を制限すること

なく受け入れるように努めます。 

 職員は介護技術・専門知識の向上に努め、利用者に合った介護方法を見極めるため嚥下評価・

機能評価等を行い、サービスの質の向上に努めます。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：35名（営業日：月～土 12/31～1/3は除く） 

 上半期（4～9月） 

（157日） 

下半期（10～3月） 

（153日） 

年間 

（310日） 

延利用者数（人） ３,８４７ ３,９５４ ７,８０１ 

稼働延日数（日） ５,４９５ ５,３５５ １０,８５０ 

稼働率（％） ７０．０％ ７３．８％ ７１．８％ 

 

 

【年間行事計画】 

・体操・レクリエーションを実施しメリハリのあるサービスを提供します。 

・利用者様の楽しみを増やすためにボランティアさんの受け入れを行います。 

・デイだけでなくショート・特養の利用者様にも参加頂ける機会を設けます。 

・季節を感じ、穏やかな気候の日は、外に出て、季節を感じる機会を設けます。 

 

４月 お花見 

５月 母の日レク 

６月 父の日レク 

７月 七夕レク 

８月 夏祭 

９月 敬老会 

１０月 運動会 

１１月 音楽祭 

１２月 クリスマス・年忘れレク 

１月 初詣、昔遊び 

２月 節分レク 

３月 ひな祭り（雛飾り） 

 

 

 

※感染防止対策を行いながら、実施します。 
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居宅介護支援事業所 ふれあい（居宅介護支援課） 
 

【運営方針】 

1. 指定居宅介護支援の提供に当たっては、利用者の心身の状況、その置かれている

環境等に応じて、利用者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サー

ビスが、多様な事業者から、総合的かつ効果的に提供されるよう配慮します。 

2. 指定居宅介護支援の提供に当たっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利

用者の立場に立って利用者に提供される指定居宅サービス等が特定の種類又は特

定の居宅サービス事業者に偏することのないよう公正中立に行います。 

3. 事業の実施に当たっては、関係市町、他の居宅介護支援事業者、介護施設等の保

健・医療・福祉サービスとの連携に努めます。 

4. 上記の他「指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準」を遵守します。 

 

 

【重点目標】 

（１）専門職としての身だしなみ基準の共有と課内点検の実施 

目的 頻度 内容 

身だしなみを第三者により確認し、

客観的に評価することで適正化する 
適宜 法人本部による確認 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 

① 毎日始業時にデスク周り

の消毒作業 
毎日 

始業時に、パソコン、電話機、机、引

き出しの取っ手、携帯電話等をアルコ

ールで拭いて消毒を行う 

② ふれあい本館・遊楽庵・共用スペース エアコンフィルター掃除 2回／年 

 
（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 

ICTを活用することで業

務効率を向上させる 
適宜 

・ケアプラン連携システムの導入 

・デジタル技術を活用したケアプラン作

成の効率化 

 
(４）課内研修を通じた認知症ケア基礎知識の再確認と実践への展開 

― 研修内容の検討から実施までを課内で主体的に進める ― 
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【事業方針】 

1. 介護保険法令の趣旨に従い、居宅介護支援業務を遂行する 

 利用者が居宅においてその有する能力に応じ自立した生活を営むことができ

るよう配慮する 

 利用者、家族の選択に基づき、医療福祉サービス等が総合的かつ効率的に提

供されるよう支援する 

 サービスの調整は利用者の意思、人格を尊重し、公正中立に行う 

 市町村、他の居宅介護支援事業所、医療、介護保険施設等との連携につとめ

る 

2. 要支援認定者のケアプラン作成に当たっては委託された近江八幡市介護予防事

業所と連携、指導を受け、受託契約を遵守し業務を行う 

3. 居宅介護支援依頼についてはできるだけ利用者や家族の希望に添い担当をさせ

ていただく 

4. 認定調査に関しては近江八幡市要介護等認定調査委託契約に従い実施する。

（現在委託事業は終了しているが、再開の際には保険者の指示に従う） 

5. 帳票類の作成、定められた会議の実施など適時に行う 

6. 内部・外部研修に積極的に参加し、スキルアップする 

7. 自己研修により介護支援専門員としての資質の向上を図る 

8. 法人の基本、運営方針に沿い、居宅支援業務を行う 

9. 接遇に注意し 利用者・家族に 不快感を持たれないように注意する 

10. 法人内のデイサービスやショートステイとの連携を図り体調不良時や緊急時に

迅速な対応ができるようにする 

11. 他の居宅介護支援事業所や地域包括支援センターとの連携を強化し、情報の把

握に努める。 

 

 

【年間目標】 

・感染症対策を徹底しながら業務を行います。 

・利用者・家族の信頼に応えられるように、懇切丁寧な対応に努めます。 

・介護保険法及び運営基準、その他法令を遵守した運営に努めます。 

・法人本部・法人各サービス事業所との連携を密にしながら運営を行います。 

・外部各サービス事業所、他の居宅介護支援事業所、行政機関等との相談、連携、

情報交換等を積極的に実施します。 

 

 

【利用（稼働）の目標】 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間（延べ件数） 

利用件数（件） 

（うち、予防件数） 
３５件（３件） ３５件（３件） ４５６件 
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グループホーム 花ごよみ（家庭課） 
 

【運営理念】 

『あなたらしく生きる』 
認知症高齢者一人ひとりの個性を尊重し、あなたらしく暮らしていただけ、地域に根

差したグループホームを目指します。 
 

【運営方針】 

指定認知症対応型共同生活介護の提供にあたっては、認知症である利用者が可能な限り共同生

活住居において、家庭的な環境と地域住民との交流のもとで、入浴、排せつ、食事等の介護その

他の日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者がその有する能力に応じ自立した

日常生活を営むことができるよう援助します。 

指定介護予防認知症対応型共同生活介護の提供にあたっては、認知症である利用者が可能な限

り共同生活住居において、家庭的な環境と地域住民との交流のもとで、入浴、排せつ、食事等の

介護その他の日常生活上の支援及び機能訓練を行うことにより、利用者の心身機能の維持回復を

図り、もって利用者の生活機能の維持又は向上を目指します。 

1. 利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めます。 

2. 利用者の認知症の症状の進行を緩和し、安心して日常生活を送ることができるよう利用者

の心身状況を踏まえて、適切にサービスを提供します。また、提供に当たっては、利用者

又はその家族代表者に対し、サービス提供の方法等について、理解を得るように説明を行

います。 

3. 事業の実施に当たっては、利用者の所在する市町村、居宅介護支援事業者、地域包括支援

センター、他の地域密着型サービス事業者又は居宅サービス事業者、保健医療サービス及

び福祉サービスを提供する者、地域住民等との連携に努めます。 

4. 自らその提供する事業の質の評価を行なうとともに、定期的に外部の評価を受けて結果を

公表します。 

5. 指定認知症対応型共同生活介護〔指定介護予防認知症対応型共同生活介護〕の提供の終了

に際しては利用者又はその家族に対して適切な指導を行うとともに、居宅介護支援事業者

へ情報の提供を行います。 

 

【重点目標】 

（１）専門職としての身だしなみ基準の共有と課内点検の実施 

目的 頻度 内容 

職員同士で確認しあう

事で身だしなみへの意

識を継続して持つ 

毎月 
毎月の課内会議にてマニュアルを確認。当日出

勤している職員同士で、禁止に該当するところ

が無いかお互いに確認する。 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 

① 利用者・職員共に過

ごしやすい環境作り 
随時 

日頃から居室や施設内外の整備を心掛け、季

節感も取り入れながら過ごしやすさを意識し

て環境を整えていく 

② 浴室 エアコンフィルター掃除 1回／月 

居室 エアコンフィルター掃除 2回／年 
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（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 

バイタル測定の時間を

変え、安定した測定が

行えるようにする。 

毎日 

測定時間を午前 9時に統一する。 

入浴前に体調不良が見られる場合は、再測

定を行う。 

 
(４）課内研修を通じた認知症ケア基礎知識の再確認と実践への展開 

― 研修内容の検討から実施までを課内で主体的に進める ― 

 

【年間目標】 

1. 地域を生活圏とし、施設利用者ではなく地域住民として暮らしていけるように支援

します。 

2. 温かい心のこもった関わりと個別援助により、尊厳を持って暮らす事のできるよう

に支援します。 

3. 介護職員が専門職として適正な倫理観のもとに、他職種の連携を大切に、利用者の

目線に合わせたケアができるよう職員の研鑽に努めます。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：9名（全室個室） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間（365 日） 

延利用者数（人） １,６０２ １,６２０ ３,２２２ 

稼働延日数（日） １,６４７ １,６３８ ３,２８５ 

稼働率（％） ９７．２％ ９８．９％ ９８．０％ 

【年間行事計画】 

 レクリエーション・体操などによりメリハリのあるサービスを毎日実施 

 毎月、季節に合わせたお菓子や食事作りなどを実施 

 気候が穏やかな時期は外出行事を企画

 

４月 お花見・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

５月 母の日のお祝い 

６月 あじさい見学・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

７月 七夕 

８月 ひまわり鑑賞・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

９月 敬老会 

１０月 運動会・ハロウィン 

１１月 紅葉・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

１２月 クリスマス会 

１月 お正月レク・初詣 

２月 節分レク・バレンタイン 

３月 ひな祭り 

 

 

※感染防止対策を行いながら、実施します。 
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グループホーム しのだ（家庭課） 
 

【運営理念】 

１、認知症が重度化しても人間
ひ と

としての尊厳や権利を損なわず、最後まで“その人

らしい”生き方を追求します。 

２、認知症高齢者が“地域と共にある”ことをしっかり踏まえ、地域の一員とし

て暮らすことを目指します。 
 

【運営方針】 

指定認知症対応型共同生活介護の提供にあたっては、認知症である利用者が可能な限り共同生

活住居において、家庭的な環境と地域住民との交流のもとで、入浴、排せつ、食事等の介護その

他の日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者がその有する能力に応じ自立した

日常生活を営むことができるよう援助します。 

指定介護予防認知症対応型共同生活介護の提供にあたっては、認知症である利用者が可能な限

り共同生活住居において、家庭的な環境と地域住民との交流のもとで、入浴、排せつ、食事等の

介護その他の日常生活上の支援及び機能訓練を行うことにより、利用者の心身機能の維持回復を

図り、もって利用者の生活機能の維持又は向上を目指します。 

1. 利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めます。 

2. 利用者の認知症の症状の進行を緩和し、安心して日常生活を送ることができるよう利用者

の心身状況を踏まえて、適切にサービスを提供します。また、提供に当たっては、利用者

又はその家族代表者に対し、サービス提供の方法等について、理解を得るように説明を行

います。 

3. 事業の実施に当たっては、利用者の所在する市町村、居宅介護支援事業者、地域包括支援

センター、他の地域密着型サービス事業者又は居宅サービス事業者、保健医療サービス及

び福祉サービスを提供する者、地域住民等との連携に努めます。 

4. 自らその提供する事業の質の評価を行なうとともに、定期的に外部の評価を受けて結果を

公表します。 

5. 指定認知症対応型共同生活介護〔指定介護予防認知症対応型共同生活介護〕の提供の終了

に際しては利用者又はその家族に対して適切な指導を行うとともに、居宅介護支援事業者

へ情報の提供を行います。 

 

【重点目標】 

（１）専門職としての身だしなみ基準の共有と課内点検の実施 

目的 頻度 内容 

身だしなみの意識付けと 

全職員の適切な身だしなみ 
毎日 

日々の申し送りと毎月の課内会議で点

検を行う 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 

① 日頃からの整理整頓を心

掛け、年１回は日頃出来

ない箇所を行い、過ごし

やすい環境を作る 

毎日・年

１回 

毎日の順番の居室清掃、またリビング

等の清掃は引き続き行う。隙間時間を

使い日頃できない部分の清掃も行い、

年１回できない部分も行う 
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② 浴室 エアコンフィルター掃除 1回／月 

居室 エアコンフィルター掃除 2回／年 

 
（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 

排泄環境の見直しを行う事に

より、入居者様の清潔を守

り、職員の負担軽減、排泄物

品の適切な使用ができる 

毎日・月

１回 

日々の申し送り、月１回の課内会議で

検討を行う。市のおむつ支援事業のパ

ット類は担当者が注文を取りまとめる 

 
(４）課内研修を通じた認知症ケア基礎知識の再確認と実践への展開 

― 研修内容の検討から実施までを課内で主体的に進める ― 

 

【年間目標】 

1. 地域を生活圏とし、施設利用者ではなく地域住民として暮らしていけるように支援

します。 

2. 温かい心のこもった関わりと個別援助により、尊厳を持って暮らす事のできるよう

に支援します。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：18名（全室個室） 

2ユニット体制（扇 9名・夢 9名） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間（365日） 

延利用者数（人） ３,１２９ ３,１１２ ６,２４１ 

稼働延日数（日） ３,２９４ ３,２７６ ６,５７０ 

稼働率（％） ９４．９％ ９４．９％ ９４．９％ 

 

 

【年間行事計画】

４月 観桜会・ドライブ 

５月 篠田花火・避難訓練 

７月 七夕まつり 

８月 地蔵盆、盆踊り 

９月 秋祭り 

１０月 コスモス鑑賞会 

１１月 避難訓練 

１２月 クリスマス会 

１月 初詣 

２月 節分 

３月 ひな祭り 

 

 

 

 

※ 利用者誕生日会随時開催、訪問看護１回/週 

※ 感染防止対策を行いながら、実施します。 
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障がい児者入浴サービス 
 

【運営方針】 

  近江八幡市の委託事業として、自宅における入浴が困難な重度の身体障がい児者等に対して

入浴サービスを提供することにより障がい児者の身体の清潔の保持並びに心身機能の維持等を図

ることで日常生活の支援及び家族の身体的・精神的負担の軽減を図ります。 

 

【重点目標】 

社会福祉法人として障がい児者・高齢者のどのような方においても安心して暮らせる地域づ

くりに貢献します。 

 

【年間目標】 

障がい児者の特性を理解し、法人内の全職員が協働して本人及び家族が安心して必要なサー

ビスの提供ができる。 

 

【目標利用者数】 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間（延べ件数） 

利用件数（件） １２ １２ ２４ 

 

 

総 務 課 
 

【重点目標】 

（１）専門職としての身だしなみ基準の共有と課内点検の実施 

目的 頻度 内容 

窓口は組織の顔であることを自覚し、

来訪者に不快感を与えず、安心して手

続き・相談等ができる環境を整える 

毎日 
総務内の朝礼時に、総務職員で相互チェ

ックを行う 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 

① 総務内清掃 
日曜日 

（必要時は随時） 

事務所内清掃（日々、手の届かない場

所やコンセント回りを含む） 

② ふれあい本館・遊楽庵・共用スペース エアコンフィルター掃除 2回／年 
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（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 

業務改善の取り組み 
2カ月毎に会議開催 

(偶数月14時～） 

各自が総務内業務の改善提案を所定の

方法で発信する。偶数月毎に会議を開

催し業務改善に取り組む 

文書保存の適正化・大型ゴ

ミの処理 
10月 

全事業所に対して、保存する書類・廃

棄する書類を整理し、廃棄する書類を

所定場所に集めるよう発信。書類・大

型ゴミを廃棄する 

 

(４）課内研修を通じた認知症ケア基礎知識の再確認と実践への展開 

－研修内容の検討から実施までを課内で主体的に進める－ 

 

【年間目標】 

1. 明るい笑顔と声での窓口対応・電話対応を心掛ける 

2. 業務に必要な知識の向上、改正法令等への適正な対応と処理（期日厳守） 

3. 機器・備品等の修繕や故障に対する迅速かつ適切な対応 

4. 法人全体を考えた業務効率化の検討・提案、経費削減への取り組み 

5. 整理整頓・清潔な環境維持（目配り・気配り） 

6. 情報共有、気付きの共有、ダブルチェック等による事務処理ミスの防止 


